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１．はじめに 

 リチウムイオン二次電池（以下 Li 電池）は、

スマートフォンやノートパソコンを支える必

須のデバイスですが、電気自動車や電力平準

化のための蓄電池としての重要性も高まって

います。 
 Li 電池は、正極材料、負極材料、セパレー

ター、電解液のほか様々な部材で構成されて

います。高容量化、高出力化、長寿命化等を

実現するため、このような構成部材の技術開

発が精力的に行われていますが、その評価に

は電池を作製することが必要となります。こ

こでは、評価試験のための電池作製について

紹介します。 
２．組み立て型セル 

 図 1 に示した組み立て型セルは、充放電特

性などの評価を行った後、各構成部材を容易

に取り出すことができ、使用前後の変化を機

器分析で解析する際に便利です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 電池評価では、電極の調製が重要です。一

般的には、活物質、導電材、バインダー（主 
 
 

 
 
に N-メチルピロリドンに溶解したポリフッ 
化ビニリデン）を混練したペーストをドクタ

ーブレードなどにより均一に集電体（正極：

Al 箔、負極：Cu 箔）に塗布します。その後、

真空乾燥して溶剤を除去します。膜厚を調節

し、活物質を高密度化する場合にはプレスを

行います。 
 セルの組み立ては、リチウム金属や電解液

（LiClO4/エチレンカーボネート＋ジメチル

カーボネート等）と水が接触するのを防止す

るため、水分を除去したアルゴン雰囲気を保

つことができるグローブボックス中で行いま

す。 
３．コインセル 

 多数の電池を作製し、試験を実施する場合

にはコインセル（図２）が便利です。正極、

セパレーター、負極に電解液を加え、ケース

を専用の機械で加締めて作製します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産業技術センターでは、二次電池産業への

参入を計画している地域企業を支援するため

に、電池の作製や評価技術の向上に努めると

ともに、電極材料やセパレーターの技術開発

を進めています。また、講演会を開催し、技

術情報の提供を行っています。二次電池に関

するご相談がありましたら、お気軽にご連絡

ください。 
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図１ 組み立て型セルの概略図 
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図２ コインセルの概略図 セパレーター 
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